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カーボン・クレジットとは

出典：カーボンニュートラルの実現に向けたカーボン・クレジットの適切な活用のための環境整備に関する検討会「カーボン・クレジット・レポート」

①クレジットの元となる排出量（＝ベースライン排出量）とは？
省エネや再エネ、森林管理等のプロジェクトを対象に、対策されなかった場合の排出量、吸収量・除去量の見通し

②カーボン・クレジットとは？
ベースライン排出量と実際の排出量の差分について、MRV（測定・報告・検証）を経て、国や企業等の間で取引できるよう認証したもの
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クレジットの種類(制度別)

様々な種類のクレジットが存在する

CER (Certified Emission Reductions)

主なクレジット制度 主なクレジット

Jクレジット

VCU (Verified Carbon Units)等

国連・政府
主導

CDM

JCM制度

J－クレジット制度

ボランタリー
クレジット

二国間クレジット

クリーン開発メカニズム

民間主導



Copyright © 2022 WasteBox, Inc. All rights reserved. 9

クレジットの種類(プロジェクト種類別)

クレジットを創出するプロジェクトの種類別に以下のように分類できる

出典：カーボンニュートラルの実現に向けたカーボン・クレジットの適切な活用のための環境整備に関する検討会「カーボン・クレジット・レポート」



種類 主な対象活動

省エネ系

高効率な設備の導入や燃料転換で化石燃料や
電力の使用を削減
例: ボイラー・工業炉・コージェネレーショ
ン・電気自動車・照明設備等

再エネ系

再エネ設備を導入し化石燃料や系統電力の使
用を削減
例: 木質バイオマス、太陽光、バイオ燃料、
廃棄物由来燃料等

吸収系
適切な森林管理や植林により吸収量を確保
例: 森林管理、植林、再植林
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J-クレジット

J-クレジット制度
経済産業省・環境省・農林水産省が制度管理者となり、2013年より運営され
ているカーボン・クレジット制度。省エネ・再エネ・森林等を対象に幅広く
カーボン・クレジットを認証

特徴他参考価格(t-CO2)

省エネ系: 1,600円～
再エネ系: 3,300円～
吸収系 : 8,000円～

15,000円

・日本国内で創出
されるクレジット

・再エネ系は再エ
ネ証書としても使
用可能

クレジット種類(プロジェクト種類別)

クレジット制度

出典：World Bank 「State and Trends of Carbon Pricing2022」

※2022年11月末時点



種類 主な対象活動

排出削減系
農業、エネルギー効率改善、燃料転
換、漏洩削減、工業ガス、製造、再
エネ、廃棄物等

吸収・除去系
新規植林・再植林
CCS/CCU
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CER (Certified Emission Reduction)

CDM(Clean Development Mechanism)
京都議定書において、先進国（付属書Ⅰ国）と途上国（非付属書Ⅰ国）が共
同で排出削減プロジェクトを途上国で実施し、その排出削減量を移転するこ
とにより、投資国（先進国）が自国の目標達成に利用できる国連主導のカー
ボン・クレジット制度

特徴他クレジット種類(プロジェクト種類別) 参考価格(t-CO2)

平均価格: 1.1USD～
・発展途上国で創
出されるクレジッ
ト

クレジット制度

出典：World Bank 「State and Trends of Carbon Pricing2022」

※プロジェクト種類・ボリューム等による



種類 主な対象活動

排出削減系
農業、エネルギー効率改善、燃料転
換、漏洩、工業ガス、生産、再エネ、
輸送、廃棄物等

排出回避系
REDD＋(森林減少・劣化の抑制等に
よる温室効果ガス排出量の削減)等

吸収系 森林管理、植林/再植林等
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VCU (Verified Carbon Unit)

VCS (Verified Carbon Standard)
WBCSD(World Business Council For Sustainable Development) や
IETA(International Emissions Trading Association)などの民間企業が参加して
いる団体(現在の団体名はVerra)が、2005年に設立した認証基準・制度。 森林や
土地利用に関連するプロジェクト（REDD+を含む）や湿地保全による排出削減
プロジェクトなど多様なプロジェクトが実施されている

特徴他
クレジット種類(プロジェクト種類別) 参考価格(t-CO2)

平均価格4.2USD～ ・排出削減・吸収
に加え、生物多様
性保全の価値も含
む「CCB」、SDGs
への貢献の価値も
含む「SD VISta」
もあり

クレジット制度

※プロジェクト種類・ボリューム等による

出典：World Bank 「State and Trends of Carbon Pricing2022」
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企業のクレジットの活用方法

■各種制度上の基準達成や規制対応

・算定・報告・公表制度（温対法）での報告
・省エネ法での報告
・SHIFT・ASSETの目標達成
・経団連カーボンニュートラル行動計画での目標達成
・CORSIA（国際民間航空のためのカーボン・オフセットおよび削減スキーム）

での適用（申請中）
・SBTやRE100の目標達成（※クレジットではなく再エネ証書に限る）

■自主的なカーボン・オフセット

・自社の環境レポートやホームページで公表
・CDP質問回答など、国際的な開示フレームワークで公表



Copyright © 2022 WasteBox, Inc. All rights reserved. 14

再エネ証書とは？（クレジットとの違い）

• 再エネ証書＝再エネ由来の電力量・熱量を「kWh や kJ」単位で認証。
• GHGプロトコル（Scope2ガイダンス）においては、EAC（Energy Attribute Certificate エネルギー属性

証明）として定義され、スコープ2を削減できる市場手段として利用可能。
• 国内では「非化石証書」「J-クレジット（再エネ）」「グリーン電力/熱証書」が該当。

出典：カーボンニュートラルの実現に向けたカーボン・クレジットの適切な活用のための環境整備に関する検討会「カーボン・クレジット・レポート」
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再エネ証書の種類

出典：自然エネルギー財団「自然エネルギーの電力を増やす
企業・自治体向け電力調達ガイドブック第5版（2022年版）」

国内 海外
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ネットゼロ（カーボンニュートラル）とクレジット





そもそも残された時間は、ほぼ無い。
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平均気温の上昇が、1.5℃を
越えることで、気候危機は
急速に進行する。



プレッジ（約束）＆レビューとは？
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早期の脱炭素化が最終ゴール。具体的目標は、都度見直し、変わる。

企業の排出量算定も柔軟に！

• SBT 最新科学に基づくターゲット

• パリ協定 プレッジ＆レビュー方式
（各国が自主的に削減目標（NDC：

国が決定する貢献）設定、進捗に
応じて5年ごとに目標見直し）

最新科学が変われば目標も変わる

進捗に応じて目標を見直す

• まずはスタートラインに立つ
（排出量を把握、目標設定し、

削減対策に着手する）
• 完璧な算定に拘らない
• 概算算定から始め、年々改善・見

直しを前提として考える

ルールは、より良いものに日々変化している。



SBT（Science-based targets）
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出典：SBT詳細資料（環境省）※カーボン・クレジットはBVCMに位置づけられる
⇒ネットゼロへの移行過程での貢献



Copyright © 2022 WasteBox, Inc. All rights reserved. 21

ネットゼロとクレジット（ポイント）

ポイント①
カーボン・クレジットは「BVCM」（バリューチェンの外）なので、バリュー
チェーンの中であるScope1,2,3とは分けて主張する必要があります。

ポイント②
クレジットではなく再エネ証書であればScope2削減の主張に使えます。
※再エネ由来J-クレジットは、証書として単位変換して使います（t-CO2⇒MWh)

ポイント③
BVCMでのクレジット活用においては、質の高いクレジット（後述）という視点が
求められつつあります。
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「質の高いクレジット」とは？

■コア・カーボン原則
（2022年7月にドラフト）

NEW!

ICVCM  コアカーボン原則（ドラフト・パブコメ版）よりWB翻訳・作成

ICVCMによる「高品質クレジット」の定義 ⇒ 「持続可能な開発」や「ネットゼロ」の視点も加味

NEW!

ICVCM(Integrity Council for the Voluntary Carbon Market)
マーク・カーニー氏（前FSB議長）によって設立された自主的炭素市場の拡大に関するタスクフォース（TSVCM）の提言を受けて発足。クレジットの品質要件を設定
















